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支援センター通信 

浦安市障がい者就労 
 

第 29 号 20２3 年 8 月 1 日発行 浦安市障がい者就労支援センター 
（浦安市ワークステーション 1F） 

住 所 279-0032 浦安市千鳥 1５-5 

ＴＥＬ 047－304－6200 

ＦＡＸ 047－304－620２ 

✉ urayasu-syurosien@roukyou.gr.jp 

開館日 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

開館時間 午前９：００～午後５：3０ 

＜受託事業者＞ 

労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 

 

 令和 5 年度第 1 回就労支援ネットワーク会議が開催されました 

 ７月１９日（水）浦安市東野地区総合福祉施設（東野パティオ）にて『令和５年度第１回就労支援ネットワーク

会議』が開催されました。浦安市内外の福祉事業所や特別支援学校、特例子会社から多くのご参加をいただきまし

た。お忙しい中ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 就労支援ネットワーク会議は、障がい者の就労・雇用支援において、行政、学校、ハローワーク、各就労支援事

業所等の関係機関の連携強化を目的に、毎年開催しています。参加いただいた団体様には、この会議をきっかけに

今後も参加者同士の交流を深め、事業運営に役立てていただきたいと思います。 

今回は、労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団の健康管理室・菅野由喜子室長による 

「心理的安全性・アサーションについて」講義を行いました。 

Q. 印象に残った内容は？ 

1 位「心理的安全性・アサーションについて」講義 37.5% 

2 位「心理的安全性・アサーションについて」グループワーク 25% 

3 位「中核地域生活支援センターくらっち」の紹介 18.8% 

Q. 今回の会議のご意見・ご感想を教えて下さい。 

・感情的にならずに落ち着いて、相手に状況を伝えることが大切。 

・心理的安全性の時間がもう少し必要。 

・離職率のお話や相談窓口についてなど勉強になりました。 

・事前に議題にしたいテーマを募り、グループワークで意見交換はどうか？ 

・いい内容の講義でしたが、大事な点を話し合えなかった。 

・グループワークをもう少しやりたかった。 

・お互いを尊重し、自己主張が上手になれたら素晴らしい。 

・支援センターの活動状況、内容を詳しく知る事が出来ました。 

・移行、支援センター、学校、企業を振り分けて意見交換出来ると良い。 

令和５年度第１回就労支援ネットワーク会議アンケート結果 

アンケートに 

ご協力いただき 

ありがとうございました。 

アサーションとは？ 

相手を尊重しつつ、自分の主張・意見を聞いてもらう事を意味します。伝えにくい事をきちんと相手に伝

え、対等な関係を築ける対話技術です。アサーションの発祥は、1950 年代のアメリカと言われています。

人種差別撤廃運動や、婦人解放運動の中で培われてきました。日本でこの考え方が増えてきたのは、1980

年代の頃のようです。ストレスが多い日本の職場環境や教育の現場で、現在はアサーションの重要性が増し

しています。 

さまざまな意見がでました 

講義 

グループワーク 

くらっち 

就労支援センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
アクセス 

公共交通機関 舞浜駅南口より東京ベイシティバス２０系統千鳥線（バス乗車１０分） 

舞浜 行（千鳥循環） 千鳥西 行 クリーンセンター 行 クリーンセンター下車 徒歩７分 

※千鳥車庫行のバスはクリーンセンターバス停には停車しません。 

新型コロナウイルス感染症対策について 

2023 年 5 月 8 日より新型コロナ感染症法上の位置づけが 

5 類に移行しました。 

マスクの着用については個人の主体的な選択を尊重し、個人の 

判断で着脱をお願いいたします。 

咳エチケットの観点から、職員はマスクを着用するようにして 

おります。 

面談および講座の運営は、ソーシャルディスタンスを保ち実施し

ております。 

 

支援センターまでのアクセス 

      精神障害者保健福祉手帳について 制度講座 

一定の精神状態にあることを証明するための手帳です。

所持していることで受けられるサービスがあります(※

市町村によって異なります)。 

(例：所得税控除、医療費控除、住民税控除、自動車税控

除、携帯電話基本使用料など割引) 

お住いの市町村の窓口で申請する必要があります。 

〇対象者：精神障がいのため長期にわたり日常生活

または社会生活への制約がある方。 

〇必要書類：申請書、写真、診断書、個人番号 

※診断書による申請の場合。 

①市町村に手帳の申請したい旨を伝え、申請書と診断

書（所定の様式のもの）を貰う。 

②病院で手帳の申請をしたい旨を伝え、診断書の作成

を依頼する。 

③主治医診断書が手元に届いたら、記入済みの申請書

と診断書を市町村の窓口で提出する。 

・診断書作成には料金が発生します。料金については

かかりつけの病院にお問い合わせください。 

・手帳用の診断書 1通で自立支援医療も一緒に申請で

きます。 

・障害年金を受給している方は診断書がなくても申請

できる場合があります。 

 
よろしく 

お願いします 

精神障害者保健福祉手帳とは 精神障害者保健福祉手帳を取得するには 

豆知識 

 

申請の流れ 


